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１．故稲富健一郎先生追悼の会が開催されました

「香川大学公開講座の父」であった稲富健一郎先生が、平成25年7月9日にご逝去なさいました。
稲富先生は昭和60年度に公開講座「四大悲劇に見るシェイクスピアの人生観」を開講されて以来、実に28

年間連続で公開講座を続けられ、ご専門の英文学、特にシェイクスピア文学についてお話し下さいました。
昨年11月25日には、ささやかながら当センター主催による「故稲富健一郎先生追悼の会」を執り行いまし

た。会の終了後には、稲富先生の最も好きだった作品『リア王』（BBC版）を上映し、鑑賞いたしました。
また、稲富先生の功績をたたえ、『稲富健一郎先生を偲ぶⅠ～公開講座の記録～』『稲富健一郎先生を偲

ぶⅡ～受講生からの声～』の2冊を作成しました。Ⅰでは、稲富先生の公開講座の記録を一覧にすると同時
に、先生が生前当センター刊行物にお書きになられた公開講座への熱い思いなどをまとめました。Ⅱは歴
代受講生のみなさまに稲富先生との思い出について書いて頂きました。

稲富先生のご冥福をお祈り申し上げます。

２．サテライト公開セミナーの開催報告

野村證券株式会社のご厚意で毎年開催させていただいている金融セミナー「基礎から学ぶマネー講座」
（平成26年2月18日～3月18日）を、25年度は坂出サテライトオフィスを会場に実施しました。これまで生涯学
習教育研究センター講義室を使って実施してきましたが、新たな受講者獲得とサテライトオフィスの活用も
ねらいに掲げました。坂出市教育委員会生涯学習課の強力なバックアップのお蔭もあり、お申し込みは50名

に達し、セミナーは成功裏に終わりました。昨年度より、講座最終回は
ワークショップ形式で行われ、5人グループにファシリテーター1名が
つき、懇切丁寧にご指導くださいました。

26年度も今年度同様に6月2日(月)から隔週計3回の講座を、会場
を丸亀市生涯学習センターで実施することとなっています。本セミナ
ーはグローバル社会を「金融」という切り口で学ぶ、教養セミナーで
す。世界経済を学びながら、足下の資産管理を考える、グローカルな
学習となっています。お金にまとわりついている「金欲」「金儲け」の
負のイメージから解き放たれるよい講座です。

（文責：清國祐二）

３．香大生のラジオ番組が今年もはじまります！

昨年度、瀬戸内国際芸術祭香川大学プロジェクトの一環としてFM高松コミュニティ放送（FM815）にて放送
したラジオ番組「香大生presents Art Time Junction」が、今年度リニューアルして再開します。

今年のテーマは「未来見学」。香大生が未来について熱く語り合います。放送は、2014年5月～2015年2月
までの第1水曜日22:00～22:30（再放送は同じ週の土曜日15:30～16:00）です。Facebookでも情報発信して
いますので、「Art Time Junction」でぜひ検索してみて下さい。

乞う、ご期待！ （文責：山本珠美）



４．海外視察報告：イギリスにおける学校と地域等の連携（３）

2012年10月に国立行政法人教員研修センターが主催する「教育課題
研修指導者海外派遣プログラム」にシニアアドバイザーとして参加する
機会を得ました。そこで得られた知見をもとに、イギリスの学校レポート
第三弾をお届けします。

今回はロンドンの郊外（アウターロンドン南西部）リッチモンドにあるハ
ンプトンヒル・ジュニアスクールです。昔から高級住宅街として知られる
リッチモンドですが、学校もその閑静な住宅地の中心に位置します。こ
の学校のジャーマン校長は在職25年になる、とても有能な管理職です。
学校では、児童の個性を最大限に伸ばすために、さまざまな教育の仕
組みや特別なケアが行なわれていて、イギリスの全国学校評価機関（O
fsted）の評価では、ほぼ全ての項目で「傑出している（outstanding）」
を獲得しているほどです。 【写真１：リッチモンドの位置】

授業を参観させてもらいましたが、教室での授業はイギリスでごく一般的に見られるスタイルであり、比
較的短時間で行われる一斉授業とその後に行われるグループ別の授業でした。２人ないし３人の先生がグ
ループを回り、学習の進度を確認しつつ、適宜指導する方法をとっていました。

さらに、教室外の通路には長机が置かれており、保護者や地域住民
のボランティアによる補充学習が個別に行われていました。ボランティ
アは教頭等が面接をするなど人柄等に触れて確証を得てから、校長が
許可する形式をとっているようです。補充学習だけでなく、芸術活動等
の専門的指導も校内で行われています。私たちが訪問しているときに
はトランペットの先生が学校を訪れており、 順番に児童の指導にあたっ
ていました。前者は無料ですが、後者は習い事と同じであるため有料
となっています。不思議なことに、どちらも児童の所属するクラスでは
授業が行われていたのに日本人としては違和感を覚えたが、ひとまず
現状を受け止めておくことにしました。発達障がいの子どもについては
今や学校内外での理解がかなり浸透してきたといってよいでしょう。こ
の学校でも、集中力や注意力に欠ける児童を特別教室にて非常勤の先生 【写真２：ジャーマン校長】

が上手に教えていました。
これ以外にも、児童会委員や環境大使等の役割を効果的に与え、学校外の地域住民とふれ合える場面を

設けていました。放課後の課外活動も地域の協力を得て、20程度の多彩な活動がラインアップされていまし
た。

さて、ジャーマン校長の才覚はファンドレイジングにも現れています。ファンドレイジングとは外部資金の確
保を意味します。ごく普通の確保の方法は、保護者のバザー収益金でしょうが、これだけの金額では到底足
りません。保護者や地域住民に呼びかけて寄付を募ってもいますが、大きな額を集めるには至りません。校
舎の増築等ハード整備を行おうとすると、かなりの金額を要します。そこでジャーマン校長は、スポーツのプ
ロ選手から関連グッズを無料で譲り受け、ネットオークションにかけてその収益を学校に寄贈しているので
す。この豊かな発想と実行力があってこそ、待機児童が300人を超える人気のある学校として確固たる地位
を築いたのでしょう。 （文責：清國祐二）

【写真３：通常の授業風景】 【写真４：補充学習の様子】

センター雑感

新学期がはじまって1ヶ月経ちました。今年度の公開講座もいよいよはじまります。当センターにとっても、新しい出会いの

時期です。受講生の皆様に有意義な学びの時間をご提供できるよう、センター一同頑張ってまいります。（山本）
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